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・９月の本委員会では、付託された議案38

件と請願1件を審査しました。
（9/5、9/10、10/2)

＝その内、本日は以下の２議案と１請願についてお話します＝

・議案第78号 宝塚市学校給食の実施に関する条例の一部を

改正する条例の制定について

・議案第83号 令和６年度宝塚市病院事業会計決算認定につい

て

・請願第17号 教育環境の整備をもとめる請願



議案第78号
宝塚市学校給食の実施に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

■議案の概要
急激な物価高騰や国の交付金の活用、今後の給食費無償化
の動きなどに速やかに対応する為、学校給食費の額を規則
で定めることができるよう条例の一部を改正しようとする
ものです。
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■議案の概要
急激な物価高騰や国の交付金の活用、今後の給食費無償化の動きなどに速やかに対応する為、
学校給食費の額を規則で定めることができるよう条例の一部を改正しようとするものです。

国の動きにギリギリ
まで対応できる



■主な質疑

問(Q)学校給食費の額を規則で定めることにすると、
市民や議会の意見を反映する機会が減るのでは
ないか。

答(A)予算や決算に計上されるため市議会で審議する
機会はあるが、条例と比較すると市議会の関与
は相対的に希薄になる懸念がある。今後は、情
報提供することで十分に審議する機会を設けた
いと考えている。



問(Q)来年度4月以降に国の給食費無償化が実施され
なかった場合、保護者負担が大きくなると考え
る。市として支援策は。

答(A)本市では、これまで物価上昇分を交付金で対応
してきた。他市では、急激な変化を避け保護者
負担（2年に1回、交付金充当) を段階的に上げ
る事例あり。財政部局とも協議していく課題と
認識している。



■審査結果

可決（全員一致）



議案第83号
宝塚市病院事業会計決算認定について

■議案の概要
令和６年度病院事業会計について、地方公営企業法の
規定により議会の承認に付するもの。

【収益的収支】収入総額 136億 527万4687円

支出総額 137億6349万7142円
△１億5822万2455円

消費税等に伴う経理処理をした結果 当年度純損失 1億5832万9317円

【資本的収支】収入総額 9億6318万7193円

支出総額 16億 166万9939円
△ 6億3848万2746円

損益勘定留保資金などで補填しました。



■決算の概要

入院患者数・入院単価 前年度より増加

1日外来者数は前年度より減少・外来単価は
増加

これにより、入院収益・
外来収益が増加

令和4年度 令和5年度 令和6年度 増減

 １日入院患者数（人） 255.6 273.1 281.2 8

平均在院日数（日） 10.3 9.9 9.8 0

入院単価（円） 70,059 69,170 71,904 ##

入院収益（千円） 6,535,519 6,913,647 7,381,190 ##

令和4年度 令和5年度 令和6年度 増減

1日外来患者数（人） 893.8 877.1 861.4 -16

外来単価（円） 18,600 19,761 20,558 ##

外来収益（千円） 4,072,955 4,246,577 4,338,528 ##



単位：千円 令和５年度 令和６年度

収 益 合 計 ① 13,925,537 13,574,025

内、他会計補助金② 800,000 0 ※基準外繰入

② 除 く 収 益 合 計 ③ 13,125,537 13,574,025

費 用 合 計 ④ 13,539,917 13,732,354 増減

当年度純利益③－④ ▲ 414,380 ▲ 158,329 ▲ 256,051=

■決算の概要

費用増 給与改定による給与費の増加

令和6年度の実質の当年度純利益は前年度と比較して

改善されている。

令和４年度 令和５年度 令和６年度 増減

医業費用（千円） 12,342,741 12,927,518 13,116,672 #

うち給与費（千円） 6,550,266 6,742,288 6,898,622 #



■主な質疑

問1(Q) 令和5年度末と比較して令和6年度末は看護師が増え
ているが、どのように増やしたのか。

(A) 令和5年度の退職者総数は、3/31付退職も含めて30

名、令和6年度は25名であった。新人看護師の１年
以内の離職は、令和5年度は5名、令和６年度は2名
であった。令和6年４月から開始した新人看護師へ
の技術支援や メンタルサポートなどの効果もあるの
ではと考えている。



問2(Q) 市内病院の連絡会はどのような内容を話し
合っているのか。

(A) 救急について市内各病院で支えていく仕組み
づくり・各病院の専門医師の在籍状況・たか
らづかモデルについて

【たからづかモデルとは？】
医療・福祉・介護・保健の連携を強化し切れ目の
ない支援体制を築くための仕組みづくりです。



問3(Q) 令和6年度決算において、市立病院としてど
の様な分野を重点的に強化、改善してきたの
か。

(A) 職員の意識改革・給与を含む固定費削減（非
常勤医師に関わる費用の10％削減）を達成。



■審査結果

認定（全員一致）



■請願の項目
1 子どもたちの多様なニーズに対応するため、人的支援の体制の充実

(1) 特別支援が必要な児童生徒への介助員の増員
（2) 様々な背景がある児童生徒への対応として、スクールソーシャルワ

ワーカー全校配置・配置時間拡充
(3) 子ども・家庭支援充実に向けて、スクールカウンセラーの配置時間
拡充

(4) アシストルームの毎日運営を可能にするアシストスタッフの常勤化
2 子どものたちが安全で安心して学ぶことができる環境整備

(1) 雨漏り・窓ガラス割れ・体育館扉などの劣化など老朽した施設の早
急な修繕

(2) ユニバーサルデザインの導入、エレベーターのない棟への配置、急
なスロープの改善など

(3) 誰もが使いやすい環境整備、多目的トイレの拡充
(4) 児童生徒がタブレット端末を安心して使えるよう、Wi-Fi環境の整備

■請願第17号 教育環境の整備をもとめる請願



■主な質疑

問1(Q) 6月定例会で「学校給食費の無償化」を求める請願
が提出されたが、不採択となった。理念には賛同
するが、財政状況今すぐの実施は困難との意見が
あった。請願に必要な予算との整合性をどう考え
るのか。

(A) 請願の趣旨には基本的に賛同し、学校給食費の無
【紹介議員】償化を求る請願については、国の動向やタイミン

グを踏まえつつ市が予算を検討すべき課題と考え
ている。予算を要すること自体を不採択の理由と
すべきではない。



問2(Q) アシストルームの実施回数が増えれば、効果が
増すと考える。実施回数を増やすべきか、子ど
もの命に関わる予算は優先的に確保すべきか、
どのように考えるか。

(A) 限られた市の予算の中で、課題解決の為にどの事
【当局】 業へ予算を充てるかは深い議論が必要。アシスト

ルームを整備することは有効だが、学校内の課題
に止まらず、地域全体でこどもの居場所を整備す
る仕組みを作ることが、より効果的な社会の構築
につながると考える。



■討論

【反対討論】 請願にするには、一定の試算が必要。責
任ある議論をする上では、より詳細な実態調査が必要。
個別の課題については、個別に請願を出した方が議論が
深まる。個別の話が全体の話になっている印象があり疑
問を感じるため、賛同しかねる。

【賛成討論】 子どもたちの学習機会や生活支援を充実

させるために、人的支援や環境改善を進める必要がある。
一度に全てではなく、一つ一つこどもに寄り添いながら
段階的に着実に取り組む方向性に賛同し賛成とする。



■審査結果

不採択（賛成少数 賛成３人 反対4人）



■その他の議案の概要
議案第77号 宝塚市立こども発達支援センター条例及び宝塚市立

身体障碍者支援センター条例の一部を改正する条例
の制定について

議案第87～ 公の施設（宝塚市立地域利用施設・共同利用施設・集会所）

第118号 の指定管理者の指定について ＊会館名は省略

議案第119号 公の施設（宝塚市総合福祉センター)の指定管理者

の指定について

議案第120号 公の施設（宝塚市立大型児童センター及び宝塚市立老人福祉

センター)の指定管理者の指定について

議案第121号 公の施設（宝塚市立西谷児童館及び宝塚市立地域利用施設

西谷会館)の指定管理者の指定について

中山台コミュニティセンター美座 光明 雲雀丘倶楽部 南口 御殿山 高松

末成集会所 長尾南 安倉 小浜 福井 小林 鹿塩

中筋 高司 中山寺 美幸 山本台 売布 川面

松が丘 泉町 旭町 仁川 伊孑志 御所の前 米谷

亀井 安倉西 山本野里 山本



■審査結果

可決（全員一致）

■議案第77号
■議案第87号～議案第118号の

32件
■議案第119号
■議案第120号
■議案第121号



ご清聴ありがとうございました。

詳細資料は

で検索


